
インド工科大学ハイデラバード校 学長
B・S・ムルティさん

日
印
の
大
学
間
連
携
で

多
様
な
共
同
研
究
を
実
施

　

工
学
・
科
学
技
術
の
分
野
で
、
全
世

界
的
に
優
秀
な
人
材
を
輩
出
し
て
い
る

国
立
大
学
群
の
イ
ン
ド
工
科
大
学
。

2
0
0
8
年
に
設
立
さ
れ
た
ハ
イ
デ

ラ
バ
ー
ド
校
（
I
I
T-

H
）
で
は
、

人
的
・
学
術
的
交
流
を
通
じ
た
日
印
関

係
の
強
化
を
目
指
し
て
、
日
本
企
業
の

イ
ン
ド
進
出
や
イ
ン
ド
人
材
の
採
用
、

日
本
の
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
技

術
の
共
有
な
ど
を
目
的
に
、
イ
ン
ド
の

要
望
と
日
本
の
強
み
が
一
致
す
る
分
野

で
、
設
備
な
ど
ハ
ー
ド
と
能
力
強
化
な

ど
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
J
I
C
A
に

よ
る
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

支
援
の
柱
の
一
つ
が
、
技
術
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
「
日
印
産
学

研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援

（FRIEN
D
SH
IP

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

だ
。
日
本
と
イ
ン
ド
間
の
研
究
や
人
材

の
交
流
を
目
的
に
、
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
目
は
、

研
究
人
材
育
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

I
I
T-

H
の
学
生
が
J
I
C
A
の

奨
学
金
を
利
用
し
、
日
本
の
大
学
の
修

士
・
博
士
課
程
に
留
学
す
る
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
事
業
で
、
こ
れ
ま
で
に

1
1
6
名
が
留
学
し
て
46
名
が
学
位

を
取
得
し
、
う
ち
29
名
が
日
本
で
就
職

し
た
。

　

二
つ
目
は
、
I
I
T-

H
と
日
本
の

大
学
の
教
員
間
の
共
同
研
究
を
推
進
し
、

大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
支
援

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
た
と
え
ば
廃
棄

物
か
ら
作
る
バ
イ
オ
ガ
ス
に
つ
い
て
の

共
同
研
究
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
病

院
の
カ
ル
テ
を
連
係
さ
せ
る
と
い
っ
た

健
康
関
連
の
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
I
I
T-

H
の
大
学
事
務
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

す
る
J
I
C
A
専
門
家
の
樋
浦
千
佳

子
さ
ん
は
、「
イ
ン
ド
人
と
日
本
人
の

発
想
の
違
い
が
思
わ
ぬ
解
決
策
を
生
み

出
す
こ
と
も
あ
り
、
共
同
研
究
は
双
方

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

日
本
の
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て

I
I
T-

H
で
学
ぶ
人
材
交
流
も
増
え

て
い
る
と
い
う
。

日
本
に
留
学
し
て
就
職
し

活
躍
す
る
イ
ン
ド
人
材

　

三
つ
目
は
、
産
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
I
I
T-

H
と
日
本
企
業
と
の
共
同
研
究
や
、
採

用
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
企
業
に

よ
る
イ
ン
ド
人
学
生
の
採
用
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
18
年
か
ら
日
本
貿
易
振
興

機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
と
I
I
T-

H

が
共
催
す
る
就
活
イ
ベ
ン
ト「JA

PA
N

 

D
A
Y

」も
そ
れ
を
促
進
し
て
い
る
。「
イ

ン
ド
人
材
に
関
心
を
持
つ
日
本
企
業
が

参
加
し
、
積
極
的
に
採
用
し
て
い
ま
す
」

と
、J
E
T
R
O
と
I
I
T-

H
就
職

課
を
つ
な
い
だ
樋
浦
さ
ん
は
喜
ぶ
。
日

本
企
業
も
、「
イ
ン
ド
人
は
意
欲
的
。

1
パ
ー
セ
ン
ト
で
も
成
功
す
る
可
能
性

が
あ
れ
ば
挑
戦
す
る
」
と
イ
ン
ド
人
材

を
高
く
評
価
す
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
に
よ
り
東

京
大
学
で
地
震
工
学
を
学
び
、
日
本
の

国
立
防
災
科
学
技
術
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｅ

Ｄ
）
に
特
別
研
究
員
と
し
て
勤
め
る
マ

ヘ
ン
ド
ラ
・
ク
マ
ー
ル
さ
ん
は
「
日
本

に
留
学
で
き
、
希
望
す
る
仕
事
に
就
け

た
の
もFRIEN

D
SH
IP

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
お
か
げ
。
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

語
る
。
さ
ら
に
、
ク
マ
ー
ル
さ
ん
の
採

用
を
機
に
I
I
T-

H
と
研
究
所
は

覚
書
を
交
わ
し
、
共
同
研
究
や
研
究
者

の
交
流
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入

れ
な
ど
の
枠
組
を
検
討
し
て
い
る
。
樋

浦
さ
ん
は
、「
産
学
連
携
を
さ
ら
に
進

め
つ
つ
、J
I
C
A
の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
の
連
係
も
図
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
日
本
に
い
る
I
I
T-

H

の
修
了
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
イ
ン
ド
人
材
が
日
本
企
業
で

活
躍
す
る
機
会
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
」

と
期
待
を
寄
せ
る
。

　
ハ
ー
ド
面
で
は
、民
間
企
業
と
I
I
T

-

H
が
共
同
研
究
を
行
え
る
「
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
」
や
、
そ
の
成
果
を
生
か
し

た
起
業
を
支
援
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
な
ど

の
施
設
の
建
設
が
J
I
C
A
の
支
援

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
度

か
ら
順
次
完
工
予
定
だ
。
イ
ン
ド
と
日

本
の
交
流
は
今
後
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て

い
く
。

インド工科大学ハイデラバード校
大学事務コーディネーター
樋浦 千佳子（ひうら・ちかこ）さん

国立防災科学技術研究所（NIED） 特別研究員
マヘンドラ・クマールさん

　IIT-Hを卒業後、東京大学で工学の博士号を取得
しました。IIT-Hの在学生のためにJICAが主催してい
る日本留学説明会である「アカデミックフェア」がな
ければ日本に来ることはなかったでしょう。日本の支
援は私の将来を形作っただけでなく、多くの IIT-Hの
学生たちにも、日本で学んでキャリアを形成する素晴
らしい機会を提供しています。また、優秀なIIT-Hの
学生が留学することで、日本の大学にとっても研究
が盛んになるなどの好循環が起こっています。

在日インド大使館で
地震防災の研究成
果についてスピーチ
するクマールさん。

毎年行われる日本への留学説明会。IIT-Hの
卒業生のおよそ30名に、修士・博士課程で
の奨学金を支援している。

バイオメディカルエンジニ
アリング専攻の学生たち。
研究室の機材整備には日
本の支援も活用された。

日本の産業技術総合研
究所の研究者とIIT-Hの学
生たち。2018年から人工
知能の分野で人材交流
や共同研究を行っている。

FRIENDSHIPプロジェクトには日本国内12大学が参加し、これまでに
約200名の研究者が両国を行き来して研究成果を共有している。

　IIT-Hはインドと日本の長年にわた
る強い協力関係によって大きな恩恵
を受けています。これまでに約130
名の卒業生が日本で活躍しており、
これはインドの大学の中では最も多
いのではないかと思います。また、共
同研究も非常に活発で将来有望で
す。現在、50を超える日本の大学や
研究所、企業と協力関係を築いてお
り、多くの共著論文があるほか特許
も共同で出願されています。JICAの

協力がなければこのような成果を得
ることはできませんでした。
　今後はこの協力関係をさらに高め
ていくため、IIT-Hの教員と日本の大
学の教員が共同で博士課程の学生
を指導できるようにするなどの施策を
検討しています。この先5年から10
年の間に、IIT-Hと日本との連携が
人々の注目を集めるような顕著な成
果につながることを確信しています。

学長メッセージ

日本で活躍する卒業生!

卒業生の活躍で
連携がますます強固に
なっています! 

日本の大学院で
学びたい!

● 科学技術協力
● 研究活動の促進

研究活動
● 専門家派遣
● 教員の相互派遣、および学生の日本への受け入れ

人的資源
● 円借款によるキャンパス
施設整備と機材調達

施設環境整備

IIT-Hに対するJICAからの支援

I IT-Hは2008年に設立
された比較的新しい大
学。現在も日本の支援
によりキャンパスの整備
が進められている。

一緒に研究
しましょう

India

インド
国名  : インド

首都:
ニューデリー

ともに高め合う
関係です

日印協力のシンボルも

南アジア
18億人の鼓動

特集

文●松井健太郎

工学・科学技術の発展が著しいインド。成長を支えているのはなんと言っても優秀な人材だ。
日本は、インド最高峰の工学系大学の一つである
インド工科大学ハイデラバード校（IIT-H）に長年にわたって支援を行い、
国を超えた産学の連携を深めている。

日印タッグで生まれた
成果と絆

案件名 日印産学研究ネットワーク構築支援（FRIENDSHIP）プロジェクト
2012年1月〜2024年3月
インド工科大学ハイデラバード校整備事業（フェーズ1、フェーズ2）
2014年1月〜2021年8月

人材育成  工学・科学技術×産学連携
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